
1 | システムモニタリング

～原因追究編～
^PERFMON

 ルーチン（^PERFMON）は、InterSystems製品の動作に関する統計情報を収
集するツールです。

 ツール実行時、最もアクセスされているグローバルやルーチンを確認できるツー
ルです。
 監視用モニタツールではなく統計情報収集ツールです。

 統計情報は、^PERFMONを開始すると共有メモリ内に蓄積されます。停止すると
情報はクリアされます。
 ^PERFMONを開始しないと情報は収集されません。

 停止すると収集した統計情報が共有メモリからクリアされるため、外部ファイルに出力す
るオプションを利用するなどしてログします。

 開始中はパフォーマンスのオーバーヘッドが 生じます。そのため、実行のタイミン
グを考慮する必要があります。
 パフォーマンスモニタを開始した場合、停止を必ず忘れないように実行してください。

 測定にはオーバーヘッドを生じるため、予め原因となる処理が判明している場合はその
処理中に、そうでない場合には数分間を目安に計測してください。

 ^PERFMONは情報を収集するために、プロセス／ルーチン／ネットワーク／カス
タマイズ、のそれぞれの対象で指定するスロット数分、情報収集します。
 計測開始後、早いもの順でスロットが消費されます。
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～原因追究編～
^PERFMONの実行

 %SYSネームスペースに移動して、^PERFMON を実行します。

何個のプロセス、
ルーチン、グローバル、
ネットワークノードを計測
するかPERFMON開始
時に指定できます。
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～原因追究編～
^PERFMON レポートの選択肢

 統計出力の分類
 G : グローバル

 R : ルーチン

 N : ネットワーク

 C : カスタマイズ （インターシステムズからのリクエストがあった時）

 ソート順の指定
 P : プロセス

 R : ルーチン

 G : グローバル

 I : 内向きノード （ネットワーク）

 O : 外向きノード （ネットワーク）

 出力形式
 P : 整形された形式

 D : 区切り文字のデータ

 X : エクセル用XML

 H : HTML
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～原因追究編～
^PERFMON 出力例1

 ルーチンアクセスの統計情報をルーチン単位でソートした出力データです。

ルーチン名

ルーチンが格納され
ているデータベース
のデータベースディレ
クトリ

ルーチン取得

Mコマンド÷RtnLoadsの結
果

統計中のDiskからのロード数

コマンド数

ルーチン実行の
全体に占める割合

（結果を省略しています）
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～原因追究編～
^PERFMON 出力例2

 グローバルアクセスの統計情報をルーチン単位でソートした出力データで
す。

ルーチン名

ルーチンが格納されているデ
ータベースのデータベースディ
レクトリ

統計中の参照合計値

全体の参照に占める割合

（結果を省略しています）
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～原因追究編～
^PERFMONで確認できる事
 ^PERFMONを実行するとどのような頻度でルーチン、グロー
バルがアクセスされているかを確認できます。
 ある特定の処理・時間・タイミング・実行環境、etc… でグローバル、ルーチン
、ネットワークに対するアクセス頻度を確認できるため、問題となっているグロ
ーバルおよびルーチンがある程度特定できます。

この後はどうするか？

特定ルーチンに対して各行実行時の
アクセス状態を調査する場合

グローバルアクセス、ルーチンアクセ
スに対してInterSystems製品のキャ
ッシュ効率を確認する場合

^%SYS.MONLBLを利用します

^GLOSTATを利用します


